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今
月
の
納
税

今
月
は
保
険
税
第
一
一
期
の
納
期
で
す
。

ま
だ
お
す
み
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
早

目
に
市
金
庫
、
支
所
出
張
所
へ
納
め
て

く
だ
さ
い
。
・
．

ま
た
、
保
険
税
第
一
期
と
固
定
資
産
税

第
一
期
の
納
期
も
す
ぎ
て
い
ま
す
。
工

臨
状
が
で
な
い
う
ち
に
こ
の
分
も
早
目

・
髭
仙
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
薯
ね
が

室
ル
騰
9
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訂
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i（3月順現在）
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　　　　　　　　　　　　　　　　計40．205人（＋48）

総土熱係（緊講鰯岳）i齢総数
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量
器
め
定
期
検
査
日
程
は
次
の

り
で
す
の
で
最
寄
り
の
場
所
で
受

く
だ
さ
い
。
検
査
料
は
無
料
で
す

二
日
（
一
時
～
四
時
）
1
1
美
々
津

匁
な
ど
両
目
盛
の
つ
い
た
計

か
り
）
を
。
併
用
目
盛
り
計

っ
て
い
ま
す
が
。
こ
の
よ
弘

は
計
量
法
に
よ
り
ご
ん
ご
使

く
な
り
ま
し
た
。

さ
ん
の
家
で
使
っ
て
い
る
計

ー
ト
ル
系
（
セ
ン
．
チ
、
キ
ロ

の
ほ
か
に
尺
、
貫
、
匁
、
ヤ

ン
ド
．
を
合
わ
せ
て
使
っ
て
い

、
さ
っ
そ
く
目
盛
板
を
と
り
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、
新
レ
く
f
ト
ル
法
の
も
．

替
え
て
く
だ
ぎ
い
。

十
二
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

期
検
査
で
も
、
こ
の
よ
う
な

計
量
器
は
不
合
格
に
な
り
ま

計量器名　切り替えの方法i　参　　　　考
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支
所
▽
二
十
三
日
（
九
時
～
十
二
時
）

1
1
幸
脇
出
張
所
、
岩
脇
支
所
▽
二
十
三

日
（
一
時
～
三
時
）
1
1
塩
見
農
協
支
所

前
▽
二
十
四
日
（
九
時
～
四
時
）
1
1
市
」

役
所
水
道
課
裏
倉
庫
▽
二
十
五
日
（
九
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四
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細
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．
こ
と
し
の
市
の
だ
い
ど
こ
ろ

日
向
市
3
6
年
度
予
算

今
月
は
、
昭
和
酪
年
度
の
日
向
市
予
算

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
歳
入
】
総
額
二
億
七
千
百
二
十
一
万

二
千
五
百
円
の
う
ち
、
一
番
大
き
な
歳

入
源
は
、
何
と
い
づ
て
も
市
税
で
、
全

体
の
三
十
五
、
七
％
、
約
九
千
七
百
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
れ
に
は
市
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
普
通
税
の
徴

収
率
を
大
体
九
十
％
ほ
ど
見
込
み
、
昨

　
　
　
　
　

年
度
予
算
よ
り
も
約
六
百
二
十
万
ほ
ど

増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

次
に
大
き
い
の
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
．

税
で
、
総
額
の
二
十
五
％
、
六
千
八
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
が
国
庫
支

出
金
の
五
千
三
百
六
十
四
万
円
で
二
十

％
。
そ
の
内
わ
け
は
、
義
務
教
育
教
材

喪
負
担
金
と
し
て
七
十
五
万
七
千
円
、

生
活
保
護
基
準
引
上
げ
に
と
も
な
う
生

活
保
護
費
負
担
金
が
二
千
六
十
二
万
二
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千
六
百
円
、
養
老
施
設
収
容
保
護
費
負

担
金
が
九
十
三
万
八
千
五
百
円
。
養
老

院
施
設
事
務
費
負
担
金
百
六
万
七
千
円

保
育
所
措
置
費
負
担
金
百
六
十
二
万
円

拠
出
制
国
民
年
金
市
町
村
交
付
金
百
十

．
五
万
八
千
周
。
草
場
細
島
通
線
街
路
事

業
補
助
金
が
五
百
六
十
万
円
。
失
業
対

策
事
一
菜
費
補
助
金
が
千
六
十
九
万
四
千

八
百
円
。
日
向
申
学
建
築
費
補
助
金
五

百
七
十
五
万
八
千
八
百
円
。
岩
脇
中
建

設
補
助
金
百
八
十
五
万
五
千
三
百
円
な

ど
で
す
。

そ
の
あ
と
は
市
債
が
六
、
八
％
の
千
八

百
五
十
万
円
、
公
営
企
業
お
よ
び
財
産

収
入
千
三
十
一
万
円
の
三
、
八
％
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
．

［
歳
出
】
総
額
二
億
七
千
万
円
の
う
ち

最
も
多
い
の
が
市
役
所
費
の
五
千
八
百

五
八
万
九
千
三
百
円
で
総
額
の
二
十
一
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慰
霊
塔
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
会
長
　
藤
　
　
井

慰
霊
塔
の
建
設
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

と
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
。
私
の
真

意
を
十
分
置
理
解
願
う
た
め
の
P
R

が
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

い
ま
一
度
み
な
さ
ん
に
私
の
気
持
を

お
伝
え
し
、
ご
協
力
を
得
た
い
と
思

い
ま
す
。

満

・
犠
欝
⑩
五
千
三
臥
九
＋
六
万

円
。
社
会
お
よ
び
労
働
施
設
費
の
四
千

四
百
三
十
九
万
四
千
八
百
円
。
土
木
費

の
三
千
二
百
四
十
六
万
円
。
公
債
費
の

二
千
四
百
十
万
円
。
産
業
経
済
費
千
三

百
十
万
円
。
財
産
費
千
一
，
一
百
十
二
万
五

千
六
百
円
。
消
防
費
千
百
十
六
万
円
な

ノ

、

し

、

ど
の
順
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
予
算
の
性
格
は
、
先
月
の
特
集

号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
通
り
、

助
成
、
補
助
な
ど
を
で
き
る
だ
け
切
り

つ
め
、
指
導
育
成
面
に
も
つ
ば
ら
力
点

を
置
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
や
林
業
、
漁
業
、
申
小

企
業
全
般
を
通
じ
て
の
性
格
で
す
。
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れ
た
方
の
魂
は
、
や
さ
し
く
暖
く
慰

　
　
　
　
　
　
め
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

義
　
　
　
　
　
す
。
‘
「
勝
っ
て
帰
れ
」
と
歓
呼
の
声

戦
争
で
．
尊
い
儀
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

つ
ま
り
殉
国
の
人
々
の
霊
を
慰
め
る

こ
と
、
そ
れ
が
根
本
の
願
い
な
の
で

す
。
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
に
し

ろ
、
戦
争
と
い
う
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
コ
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
強
い
ら
れ
た
戦
争
の
中
．

で
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
犠
牲
に
な
ら
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．
に
送
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
、
そ
の

お
気
の
毒
な
人
た
ち
、
そ
し
て
そ
の

遺
族
の
心
情
を
も
思
い
、
こ
こ
に
全

市
民
の
皆
さ
ん
の
心
か
ら
の
浄
財
を

寄
せ
て
、
ま
心
の
こ
も
っ
た
慰
霊
塔

を
建
立
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う

ご
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
｛
の
程
度
の
も
の
を
と

．
　
」

特
に
教
育
費
が
昨
年
度
予
算
に
く
ら
べ

て
二
千
百
七
十
八
万
円
も
増
額
と
な
つ
7

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
P
T
A
の
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ょ
う
と
、
施
一

直
費
関
係
で
幾
分
増
額
さ
れ
て
い
る
副
い

係
で
す
。
今
後
、
県
立
工
業
高
校
の
設
　

立
に
よ
る
地
元
負
担
、
土
地
提
供
な
ど

の
相
当
額
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
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い
う
目
標
額
は
き
め
ね
ば
建
設
で
き

な
い
の
で
、
一
応
そ
の
目
標
額
を
き

め
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
目

標
額
に
よ
り
、
各
区
ご
と
の
状
況
を

よ
く
判
断
し
て
、
無
理
の
な
い
よ
う

な
線
で
、
’
そ
の
区
の
募
金
目
標
額
を

設
定
し
、
皆
さ
ん
に
、
で
き
る
だ
け

の
努
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
強
制
的
な
む
破
で

は
な
い
こ
止
噸
知
’
つ
て
い
た
だ
き
た
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い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の

方
で
は
、
目
標
額
に
達
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
。
だ

が
、
そ
の
た
め
に
で
き
な
い
無
理
を

な
さ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慰
霊
塔
の
真
の
意
義
を
十
分
考
え
て

い
た
だ
き
、
必
か
ら
の
、
暖
い
寄
付

を
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

一
日
も
飽
く
立
派
な
塔
を
作
る
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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「
市
議
会
五
月
臨
時
会
ば
‘

9
日
に
開
か
れ
ま
し
た

こ
．
の
議
会
で
は
、
正
副

議
長
ほ
か
各
常
任
委
員

長
、
議
会
議
員
の
中
か

ら
選
任
す
る
監
査
委
員

の
選
出
を
行
な
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
全
員
再
選
と

な
り
ま
し
た
。

▽
議
長
柏
田
勝
　
▽
副

議
長
渡
辺
義
久
　
▽
総

務
委
員
長
　
安
藤
幸
男

副
委
員
長
　
成
合
進

・
▽
文
敦
厚
生
委
員
長

宇
田
津
忠
、
副
委
員
長

三
樹
徳
市
　
▽
経
済
常

任
委
員
長
　
林
賢
太
郎

邑

♪
‘

　翠

煙

／
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・
．
　
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
λ

副
委
員
長
　
黒
木
松
堆
▽
建
設
常
任

委
員
長
　
安
田
安
治
、
副
委
員
長
　
江

藤
富
吉
　
▽
議
会
運
営
協
議
会
々
長

柏
田
利
彦
副
会
長
佐
藤
勝
美
　
▽

．
議
会
選
出
監
査
委
員
　
黒
木
秋
好
。

　
　
園
圃
工
場
で
き
る

　
　
　
　
1
凹
目
に
落
成
式
i

昨
年
十
一
月
末
か
ら
建
設
工
事
を
す
す

め
て
い
ま
し
た
日
本
畜
産
食
品
株
式
会

社
（
社
長
辻
本
信
千
代
氏
）
は
こ
の
ほ

ど
完
成
。
十
六
日
に
盛
大
に
落
成
式
を

，
行
な
い
ま
す
。

同
社
は
近
く
試
験
操
業
を
行
な
い
ま
す

が
、
本
格
操
業
に
な
ヶ
ま
す
と
、
一
日

約
五
十
頭
か
ら
七
十
頭
の
豚
な
ど
処
理

し
、
大
阪
、
横
浜
方
面
に
枝
肉
と
し
て

出
荷
し
ま
す
。
ま
た
カ
ン
ヅ
メ
加
工
な

ど
も
行
な
い
ま
す
。

　
　
（
写
真
は
完
成
し
た
同
工
場
）
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痙
讐
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‘
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、，　
　
広
」
五
月
一
日
付
げ
で
、
市
役
所
の
課
長
級

　
　
　
，
1
2
人
、
係
長
下
痢
人
の
異
動
発
令
が
あ

紫　
　
　
　
り
ま
し
た
。
．

　
　
　
、
（
か
つ
こ
内
は
旧
任
で
す
）

糧・翻

Q
鰐
縫
縮

繊
講
嚇
灘
鱗
謬

牲
，
　
　
一
長
）
三
輪
鳶
≒
▽
企
画
室
次
長
（
教
育

欝
懸
羅
難
生

寓
．
（
、
黒
三
三
員
会
建
家
翁
蔓
所
・

　
掛
警
駈
㌧
．
・
野
∵
　
．
一
．
・
「
　
’
レ
：

長
）
佐
藤
時
義
▽
選
管
事
務
局
長
（
衛

生
課
長
）
成
合
重
利
▽
総
務
課
付
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
中
村
詮
▽
同
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
租
局
長
）
佐
藤
光
夫

【
係
長
級
】

▽
企
画
室
企
画
係
長
（
総
務
課
人
事
係

長
）
岸
本
哲
郎
▽
総
務
課
庶
務
係
長
（
会

計
課
出
納
係
長
）
広
田
茂
▽
総
務
課
人

事
係
長
（
福
祉
事
務
所
保
護
係
長
）
和
田

助
」
▽
商
工
課
商
工
係
長
（
建
設
課
管

理
係
長
）
中
野
正
臣
V
商
工
課
水
産
係
．

長
－
（
尉
課
商
工
永
産
係
長
）
佐
伯
学
・

▽
市
民
課
市
民
係
長
，
「
（
総
務
課
庶
務
係

長
）
赤
木
平
夫
▽
建
設
課
管
理
係
長
（
水

道
課
業
務
係
長
）
児
玉
高
良
▽
会
計
課

出
納
僚
長
（
衛
生
課
保
健
係
長
）
黒
木

正
男
▽
水
道
課
業
務
係
長
（
保
険
課
賦

課
係
長
）
黒
木
済
男
▽
福
祉
園
務
所
庶

務
係
畏
（
市
民
課
市
民
係
長
V
三
輪
秀

男
▽
福
祉
事
務
所
保
護
係
長
（
教
育
委

　
　
へ

　
」
‘
ラ
．
．
．
（
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・
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・
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「
、
噌
　
　
、
ノ
．
：

員
会
庶
務
係
長
）
今
村
健
一
▽
農
業
委

　
員
会
事
務
局
係
長
（
税
務
課
徴
収
係
長
）

　
橋
口
景
紀
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長

　
（
企
画
室
統
計
係
長
）
河
野
昭
一
▽
企

画
室
統
計
係
長
（
警
標
主
事
）
奈
須
重

幸
▽
税
務
課
徴
収
係
長
（
同
課
資
産
係

　
主
事
）
荻
原
宇
一
▽
衛
生
課
保
健
孫
長

　
（
税
務
課
賦
課
係
主
事
）
児
玉
広
士
V
、

　
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
．
（
議
会
事
務
局

　
主
事
）
前
田
弘
▽
農
綾
里
．
小
早
、
係
長

　
（
同
係
技
師
）
村
社
政
輝
▽
農
林
課
畜

　
産
係
長
（
同
係
技
師
）
那
波
力
▽
保
険

課
賦
課
徴
収
係
畏
（
同
係
主
事
V
田
中
・

」
舜
高
▽
養
老
院
長
（
福
祉
事
務
所
庶
務

．
係
長
）
海
野
実
▽
総
務
課
付
（
養
老
院

　
長
Y
．
児
玉
袈
裟
市

　
な
紅
、
新
し
い
財
政
課
長
は
、
自
治
省

か
ら
迎
え
る
予
定
で
す
。
　
．
　
、

．
ま
た
、
第
一
唄
次
異
動
を
今
月
申
に
行
う

　
こ
と
迄
な
う
て
瀞
ま
す
。
r

＾
∵
．
∴
ヂ
蕩
覧
い
r

、．

ｨ
金
を
貸
し
ま
す

　
　
　
　
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

鼻
蜜
懸
舞
誉
詞
下

市
で
は
、
た
だ
い
ま
市
内
の
申
小
企
業

者
に
対
し
小
口
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま

す
、こ

れ
は
▼
市
内
中
小
企
業
の
育
成
振
興

と
、
事
業
資
金
の
融
資
円
滑
化
を
は
か

る
た
の
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
次

の
ω
～
ω
ま
で
該
当
す
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
借
・
人
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
ζ
の
融
資
に
つ
い
て
は
信
用
保

証
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

ω
日
向
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

・
た
は
法
人
企
業
者
で
お
る
乙
之
「

三
原
則
と
し
て
帯
込
み
の
時
ま
で
に
B
．
「
．

．
溜
藻
潔
噸
騰

崎
∵
疑
ゾ
，
．
、
・
∴
撫
盤
∴
紮
∵

　
　
業
を
営
ん
で
い
る
業
者
で
あ
る
こ
と
．
　
．

　
㈹
保
証
協
会
に
お
い
て
取
扱
う
保
証
対

　
　
．
象
の
業
種
で
あ
る
こ
と
．
一

　
ω
申
込
み
の
時
ま
で
に
納
期
の
き
て
い
・
，
ノ
・

　
　
る
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
．

　
融
資
・
の
限
度
は
一
企
業
者
一
口
十
万
円
　
　
＆

　
ま
で
、
期
間
は
六
カ
月
以
内
で
営
業
運
、

　
」
転
資
金
に
根
り
ま
す
。

・
利
息
は
保
証
料
を
含
み
B
歩
三
銭
五
厘

　
以
内
で
、
‘
償
還
な
一
括
憤
遺
ま
た
は
、

　
分
割
償
還
で
結
構
で
す
が
、
保
証
人
溺
．

　
二
人
以
上
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
“
．
．
艦

　
申
込
先
は
日
向
興
銀
富
島
支
店
、
．
ま
た
．

　
は
市
役
所
商
工
水
産
課
で
す
．
、
．

　
な
お
、
く
わ
し
い
ζ
と
は
市
商
工
水
産

　
課
ま
で
で
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
と
ご
説

、
－
：
・
明
い
た
し
ま
す
。
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、

　気軽にご利用ください　一戸役所F保健相肇蜜一

市役所保険謬にこのほど保健婦相談室ができました。．

これは市民のみなさんの健康相談に応じるために設けられたも

ので、妊産婦の相談や結楓乳幼児相談、家族計画相談、栄養

改善など、なんでも相談に応じます。

相談内容の秘密は絶対外部にもらすようなことはありませ4の

で、どなたでも気楽にご利用ください。

　　　　　　　　’（写真は相談風景）

よ
く
な
っ
た
国
民
年
金

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
四
月
．
一
日

か
ら
年
金
の
．
内
容
が
た
い
へ
ん
よ
く
な

り
ま
し
た
。

①
死
亡
一
時
金
制
度

　
　
被
保
険
者
が
不
幸
に
し
て
早
死
し
た

，
と
き
は
、
三
年
以
上
保
険
料
を
納
め

　
・
て
い
れ
ば
そ
の
遺
族
に
対
し
て
死
亡

　
　
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

，
②
繰
上
支
給
・

　
　
老
令
年
金
は
六
五
才
か
ち
支
給
さ
れ

“
　
る
し
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本

．
」
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
六
十
才
か
ら
で

．
『
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
北

法

の
改
正
て
一

③
準
母
子
年
金
の
創
設

　
父
親
を
な
く
し
た
母
親
が
子
供
を
育

．
で
て
い
る
場
合
は
母
子
年
金
が
も
ら

　
え
ま
す
が
、
さ
ち
に
同
じ
よ
う
に
祖

　
母
が
孫
を
、
ま
た
姉
が
弟
妹
を
養
つ

．
‘
・
．

轡隷
　》棒項囲、

　
て
い
る
と
き
は
準
母
子
年
金
が
も
ら

　
え
ま
す
“

④
障
害
　
母
子
　
準
母
子
　
遺
児
年
金

　
の
受
給
資
格
の
緩
和

　
」
」
憶
…
害
や
母
子
年
金
を
受
け
る
北
め
に

．
二
ば
保
険
料
を
三
年
臥
上
納
め
て
い
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

　
れ
が
改
正
さ
れ
、
さ
し
あ
た
り
一
．
年
、

　
以
上
と
い
う
こ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
特
例
に
よ
る
老
令
年
金
の
支
給
　
・

　
保
険
料
を
十
分
納
め
る
こ
と
が
で
き

　
な
か
っ
た
人
に
も
、
拠
出
制
の
老
令

　
年
金
が
準
位
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
く
わ
し
い

．
こ
と
は
市
民
課
年
金
係
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
年
金
保
険
料
は
鶏
脚
．
羽
で
．
，

栃
木
県
上
河
内
村
の
婦
人
会
は
、
鶏
一

羽
の
年
収
が
約
二
千
円
（
産
卵
年
間
二
、

　
一
〇
個
と
み
て
）
あ
る
こ
と
か
ら
、
年

金
保
険
料
一
人
分
、
は
出
る
と
い
う
わ
け

・
で
、
鶏
の
飼
育
を
農
家
の
人
に
す
す
め

て
い
ま
す
。
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
か
ら
、
納
め
に
く
い
と
思
わ
れ
が
ち

め
年
金
保
険
料
も
簡
単
に
納
め
る
こ
ど

が
で
き
る
と
い
う
お
話
し
で
す
。

」「

｝ゼニ．

＼

　
　
　
　
．
　
、

区
長
き
ん
の
押
印
を

一
転
入
転
出
の
と
き
に
一
．

転
出
入
を
ハ
ッ
キ
リ
知
る
こ
乏
は
、
市

　
、
の
、
人
口
の
動
態
を
よ
く
つ
か
ん
だ
り

お
米
の
需
給
計
画
を
た
て
た
り
す
る
大

切
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で

す
か
乃
、
次
の
こ
と
は
ご
め
ん
ど
う
で

し
ょ
う
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

．
願
い
し
ま
す
。

○
転
入
、
転
出
す
る
方
は
、
ま
ず
お
住

．
居
の
区
の
区
長
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。
区
長
か
ら
家
族
人
員
異

動
届
の
用
紙
を
う
け
記
入
の
上
、
区
長

へ．

�
o
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
区
長
が

連
絡
を
う
け
た
認
印
を
押
し
て
く
れ
ま

す
か
ら
、
‘
そ
れ
を
市
役
所
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

転
入
の
方
は
、
住
民
登
録
の
関
係
も
あ

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
ぐ
世
帯
主
か
主

筆
ド
｝
」
》
写

交
通
事
故
を
・

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
1
1
日
目
ら
交
温
安
全
蓮
動

　
　
　
皆
さ
ん
方
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
い
ま

　
　
　
全
国
で
も
、
カ
た
し
た
ち
の
日
向
市
で

　
　
・
も
、
毎
日
多
く
の
人
が
交
通
事
故
の
磁

　
　
．
雫
・
～
～
馬
ボ

動
馳
渥
残
晦
ダ
蛙
　
ξ
　
　
，
、

・
．
、
辮
畷
淫
霜
．
｛
．
（
4

　
婦
の
方
が
お
届
け
下
さ
る
よ
う
ご
協
力

．
．
ぐ
だ
さ
い
。

　
至
急
申
込
み
を

　
．
1
農
繁
期
季
節
保
育
所
開
設
i

農
繁
期
季
節
保
育
所
を
開
設
し
た
い
ご

希
望
の
地
区
は
、
至
急
市
福
祉
事
務
所

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
季
節
保
育
所
の
保
母
さ
ん
や
保
．

育
所
で
働
く
人
の
た
め
に
、
路
日
午
前
、

9
時
か
ら
延
岡
市
役
所
講
堂
で
講
習
会

（
乳
幼
児
の
救
急
法
や
心
理
な
ど
）
が

あ
り
ま
す
か
ら
受
講
希
望
の
方
は
勿
日

ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
旅
費
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
歩
く
人

・
も
、
車
を
運
転
す
る
人
も
、
運
転
手
を
・

雇
っ
て
い
ら
れ
る
方
も
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
商
店
街
や
、
．
道
路
に
面
し

た
ご
家
庭
、
映
画
誼
や
パ
チ
ン
コ
店
電
「

ど
の
方
も
、
交
通
を
さ
ま
た
げ
な
か
よ
「

う
ご
慧
多
い
ま
す
。
　
　
．
．

．
、
、
讃
斯
飢
鮮
龍
號
海
豚
鍵
煎

　
　
生
活
力
募
集

労
働
省
で
は
～
毎
年
働
く
年
少
者
の

生
活
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
こ

と
し
も
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
す
す
ん
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
，

　
△
内
容
¶
働
く
生
活
に
は
、
い
ろ
い

　
　
ろ
で
き
ご
と
が
あ
り
．
楽
し
い
こ
と

　
　
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
あ
る
と
思
い

　
’
ま
す
。

　
　
年
少
者
の
み
な
さ
ん
が
働
く
生
渚

　
・
の
中
か
ち
感
じ
た
こ
と
、
．
考
え
た
．
．

，
　
．
こ
と
な
ぜ
あ
り
0
ま
濠
に
膚
い
て

　
・
べ
だ
さ
い
、
題
は
白
岬
田
で
す
。
「

△
原
稿
1
1
四
百
字
詰
五
枚
以
内

△
応
募
資
格
“
．
十
八
才
未
満
の
方
で

・
働
い
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

△
応
募
方
法
1
1
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　
自
分
の
し
て
い
る
仕
事
の
種
類
」
．

　
勤
務
先
の
名
称
、
所
在
地
を
書
い
・

　
て
宮
崎
市
栄
町
五
十
。
．
宮
崎
婦
人

　
少
年
団
あ
て
お
送
り
裂
き
い
。

△
入
賞
1
1
六
十
名
に
労
働
大
臣
賞
、

、
副
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
発
表
は

　
十
月
に
個
人
あ
て
と
新
聞
紙
上
で

．
△
し
め
切
り
1
1
六
月
十
．
日

乾
闘
襲
範
鯵
戴
鰹
漣
幾

　
　
と．

割
纏
鱈
民
　
観
雛
鋤
一
献
　
劉
錘
察
齢
解
一
覧
凱
教

’
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